
　このほど一般社団法人全国軽自動
車協会連合会から発表された「2013
年３月末現在 軽三・軽四輪車保有台
数」から軽自動車の中の乗用車の保
有台数をみると、滋賀県は293,642
台で、１世帯あたりの普及台数は0.55
台となった。これは、近隣の福井県
（0.66台）や岐阜県（0.57台）を下回
るものの、全国平均の0.35台を上回
り、全国で第17位だった。
　一方、直近７月の新車販売台数をみ
ると前年同月比▲0.6％と減少してい
るものの、2,340台と高水準を維持し
ており、軽乗用車の販売は引き続き好

調といえよう。
　軽乗用車は小型乗用車に比べ購入
価格や税金が安く、燃費が良いなど、
経済性に優れた点が人気だ。また最
近では、衝突回避システムの搭載や室
内スペースの拡大など、小型乗用車
に迫る性能の向上が消費者の心をつ
かんでいると思われる。今後、消費税
率引き上げ前の駆け込み需要も見込
まれるなか、個人消費を牽引し、県内
景気の本格的な回復につながってい
くのか、引き続き軽乗用車の販売動向
を注目したい。

（（株）しがぎん経済文化センター 上村 彰吾）

軽乗用車の１世帯あたり普及台数

県内データ あれこれ

滋賀県は全国第17位
性能の向上により、さらなる普及拡大を見込む

軽乗用車保有台数：一般社団法人全国軽自動車協会連合会
世帯数：総務省「住民基本台帳世帯数（外国人世帯数を含まず）」

軽乗用車保有台数と世帯あたり
普及台数（2013年３月末現在）
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順位 都道府県名 軽乗用車
保有台数 世帯数 １世帯

あたりの台数
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岐   阜
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奈   良

兵   庫
京   都
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東　京
全   国
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滋賀銀行 常務取締役本店営業部長

児玉 伸一

　景気動向は、新聞報道にも見られるよ

うに回復傾向にあるものの、先の小泉政

権時代の「いざなぎ景気」超えが話題と

なった当時同様、「実感なき景気回復」と

いった感じで、多くの中小企業には依然

厳しい状況であります。今後のアベノミク

ス政策の伸展に期待するところ大であり

ますが、リーマン危機により信用膨張をテ

コにした米国の繁栄が転機を迎え、新た

な成長モデルへの転化を迫られたよう

に、少子高齢化に伴い日本も“拡大ありき”

ということから縮小を前提とした事業の再

構築が求められているものと愚考します。

　企業経営は、ともすれば短期的な課題

や目先の利益に捉われがちです。前提が

大きく変化している今日においては、短期

的な目標の達成が長期的な課題解決に

繋がらず、そのことが「焦り」や「不安」「不

透明感」を助長しているように思えます。

　例えば「短期的課題」と「長期的課

題」、あるいは「売上増強」と「利益拡大」

といった、今日的には相反する課題を同

時並行で達成するという、まさに「二兎を

追う」ことが生き残りの条件と考えます。

そのためには①事業の存在意義の確認

②明快でシンプルな戦略③スピード感ある

機動力④過去の経験に頼らない洞察力

⑤マクロとミクロ双方での判断力の５つ

の取り組みが事業再構築の要点になる

ものと思います。

　当行も地元金融機関として、「二兎を

追う」という課題解決のために、お取引

先企業のよき相談相手となれるよう精進

してまいります。今後ともご支援のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

二兎を追う

　がま口に特化したユニークな
企業、秀和株式会社。雑貨の製造
卸としてスタートしたが、長年積
み重ねてきたものづくりのノウハ
ウを生かし、直接消費者に製品を
届けたいという思いから、2005
年にカラフルな帆布のがま口を
中心に取り揃えた小売店舗「あや
の小路」岡崎店をオープンした。
それ以降、がま口専門店を祇園、
渋谷、原宿に出店、ネット販売も
積極的に展開している。
　今人気なのが「片手で開閉で

き、口が大きくて取り出しやすい」
と評判の「がま口コスメポーチ」。
楽天ショップ化粧ポーチ部門で
１位の実績を持つ。日本製にこだ
わり、「京都府の現代の名工」に認
定された職人や、これからの時代
を担う若手職人が心を込めて
作っている。他にもスマートフォ
ンケースやボストンバッグなど、
伝統的ながま口を現代のライフ
スタイルに合わせた製品として
提案することで、消費者の心をと
らえている。

■本社／京都市左京区聖護院山王町28-29
■設立／1985年　■資本金／1,000万円
■代表／奥 敏郎
■従業員数／90名
■事業内容／服飾雑貨・袋物の製造販売、小売店舗・ＷＥＢショップ
　の運営
■問い合わせ先／075-751-0086
■URL／http://shuwa.jp/

会社DATA

イチ押し！pick up

秀和株式会社
懐かしいがま口を現代風に。「がま口コスメポーチ」

SHIGAGIN TOPICS

「しがぎん事業承継・Ｍ＆Ａセミナー」を開催

　滋賀銀行は９月10日、「しがぎん事業承継・Ｍ＆Ａセミ
ナー」を開催しました。
　本セミナーは、近年ニーズが高まっている「事業承継」と
「Ｍ＆Ａ（企業の合併・買収）」をテーマに、企業成長に向けた
戦略と具体策をご紹介するものです。
　当日は29名が参加し、第１部では事業承継の進め方や「後
継者（適任者）がいない」「自社株の評価が高くて困っている」と
いった事業承継問題の解決方法を、当行が蓄積したノウハウや
最新税制を紹介しながら解説しました。第２部は、近年増加し
ている中小企業のＭ＆Ａにおける情報収集方法や注意点につ
いて、地方銀行の視点から、売り手・買い手双方がＭ＆Ａで企
業成長を実現するための手法をお伝えしました。
　当行はお取引先の発展を第一と考え、経営課題の解決策

を提案する「ソリューション営業」を展開しています。今後と
も、お取引先と地域社会の共存共栄に向けて積極的に取り
組んでまいります。

当行ビジネスサポート室の専門スタッフが講演しました
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